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本 間 尚 文
1. はじめに
































































回路の形式的表現手法を開発します。整数における各桁の “ 重み ”
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た。2 日間における来場者数は 2,137 名
に上り、通研公開を本館で開催し始めてか









































































加納剛史 2 名の教員と、博士課程後期 2 名、
博士課程前期 12 名、学部 4 年生 3 名、学
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呼ばれていました。その ‘THz 波’ の研究
は、1890 年代に遡ります。1893 年創
刊の Physical Review 第１巻第１号の第
１ページを飾ったのは、E.F. Nichols 博士
の赤外線分光に関する論文でした。1932
年、同誌に H.M. Randall 博士らによる水
蒸気吸収線の分光が報告され、THz 分光
研究が 本 格 化しました。わが国では、
1952 年、阪大･吉永弘博士らが THz 分
光装置の開発に成功しました。1964 年
























TOPICS3 RIEC Award 授賞式
　第 7 回 RIEC Award 授賞式が平成 29


































































































TOPICS4 通研国際シンポジウム「International Symposium on Photonics and 
Optical Communications（ISPOC 2017）」開催報告
　通研国際シンポジウム ISPOC 2017
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大野 英男／文部科学省 平成 29 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 科学技術賞
「STT-RAM大容量化回路技術に関する先駆的研究開発」　平成 29年 4月19日
BERSWEILER Mathias（CSIS）／ 2017 IEEE International Magnetics Conference, 
Best Poster Award
「An interfacial anisotropy and Gilbert damping constant of double （Co）FeB-MgO 
interface structure of MgO/（Co）FeB/MgO」　平成 29年 4月28日
秋田谷 尚紀（村岡・グリーブス研 M2）／日本磁気学会 MSJ 論文奨励賞
「傾斜異方性記録媒体の単粒子における磁化反転時間の検討」　平成 29年 5月1日
BORDERS A. William（大野・深見研 M2）／第 42 回（2017 年春季）応用物理学会
講演奨励賞
「An Analogue Spin-Orbit Torque Device for an Artificial Neural Network （H. Akima, S. Fukami, 
S. Moriya, S. Kurihara, A. Kurenkov, Y. Horio, S. Sato, and H. Ohno）」　平成29年5月12日
大山 貴史（北村研 修士修了生）、高嶋 和毅、浅利 勇佑（北村研 修了生）、北村 喜文／
情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文
「自律移動・変形する壁型ディスプレイの設計と実装」、情報処理学会論文誌ジャーナル 
Vol.58 No.5, pp. 1049-1060. 本発表論文を多くの研究者が参照すべきとして、情報処理学
会論文誌ジャーナル特選論文に選定　平成 29年 5月15日
吉田 真人／財団法人みやぎ産業科学振興基金 平成 29 年度研究奨励賞
「高速大容量デジタルコヒーレント伝送に関する多大な貢献」　平成 29年 5月20日
金子 舜（村岡・グリーブス研 M2）／電気学会 技術委員会奨励賞
「ボラタイルメモリストレージシステム向けのデータレイアウトと保護方式の検討」　平成 29年 5月29日
横山 真悟（木下・北形研 M2）／情報処理学会東北支部奨励賞




金井 駿／一般財団法人安藤研究所 第 30 回安藤博記念学術奨励賞
「強磁性体／酸化物界面の電界制御とその記憶素子応用」　平成 29年 6月24日
松村 亮佑（平野研 D3）／ Best Poster Award 国際会議 9th International Conference 
on Molecular Electronics and Bioelectronics （M&BE9）
「Frequency characterics of morphology controlled neurons on microcontact printed 
protein patterns（マイクロ加工表面を用いた単一神経細胞のパターニングとその周波数応答
特性の制御）に関する研究」　平成 29年 6月27日
三枝 慈（八坂研 D3）／電子情報通信学会 2017 年総合大会・エレクトロニクスソサイエ
ティ学生奨励賞（光半導体およびフォトニクス分野）
「混合変調法による半導体レーザの変調特性制御」　平成 29年 7月7日
YADAV Deepika（尾辻・末光研 D3）／ 42nd International Conference on Infrared, 
Millimeter and Terahertz Waves （IRMMW-THz 2017） Outstanding Student Paper 
Award, the Third Place
IRMMW-THz 2017における学生が主著・登壇した発表論文の中で最も優れた３件の発表者に
対して授与。受賞課題 「Terahertz Light Emitting Transistor based on Current Injection 
Dual-Gate Graphene-Channel FET.」　平成29年8月30日
長澤 弘輝（木下・北形研 M1）、土田 大樹（木下・北形研 M1）、片山 健太（木下・
北形研 M1）、和田 信也（木下・北形研 M1）、伊東 拓歩（木下・北形研 B4）、若
張 直紀（木下・北形研 B4）、門脇 伸明（木下・北形研 M2）、河間 勇気（木下・
北形研 M2）、福谷 遼太（木下・北形研 D2）／一般社団法人・情報処理学会（コンシュー
マ・デバイス＆システム（CDS）研究会・モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム
研究会） 第 5 回学生スマ トーフォンアプリコンテスト優秀賞
応募作品「ほっとSpeech」に対する表彰　平成 29年 8月30日
末光 眞希／応用物理学会第 11 回（2017 年度）フェロー表彰
「IV 族系ガスソースMBEとSi上エピタキシャルグラフェンの研究」　平成 29年 9月5日
BORDERS A. William（大野研 M2）／ 2017 年応用物理学会春季学術講演会 第 7 回
英語講演奨励賞
「An analogue spin-orbit torque device for an artificial neural network」　平成 29年 9月5日
柳生 寛幸、崔 正烈、坂本 修一、鈴木 陽一／エンタテインメントコンピューティング
2017 ベストペーパー賞
受賞論文名「視聴覚コンテンツの音情報から生成した振動の高次感性促進効果」　平成 29年 9月17日
大西 悠貴（北村研 B4）、工藤 義礎（北村研 M1）、高嶋 和毅、北村 喜文／エンタテ
インメントコンピューティング 2017 ベストデモ賞（一般投票）
「自走式ディスプレイの回転と並進を用いたコンテンツの表現の拡張の試み」　平成 29年 9月18日




菊池 健太郎、外山 芳人／日本ソフトウェア科学会 第 21 回研究論文賞
受賞論文名「項書き換えシステムの変換を利用した帰納的定理自動証明」　平成 29年 9月19日
大堀 淳／日本ソフトウェア科学会 第 6 回解説論文賞
「LR構文解析の原理」　平成 29年 9月19日
松本 悠人（石山・枦研 M2）／公益社団法人・日本磁気学会 第 40 回学術講演会 学生講
演賞（桜井講演賞）
「パルスレーザバースト変調による交流磁界分布測定」　平成 29年 9月20日
張 超亮（CSIS）／ 3rd ImPACT International Symposium on Spintronic Memory, Circuit 
and Storage, Best Poster Award
「Spin-orbit torque induced magnetization switching in nano-scale Ta/CoFeB/MgO dots」
平成 29年 9月25日
大堀 淳／日本学術振興会 平成 29 年度科「科研費」審査委員
「有意義な審査意見を付していただいた審査委員」　平成 29年 10月23日
片山 健太（木下・北形研 M1）、高橋 秀幸、横山 真悟（木下・北形研 M2）、木下 哲男／
2017 IEEE 6th Global Conference on Consumer Electronics （GCCE 2017）, 2nd Prize, 
IEEE GCCE 2017 Student Paper Award
「Evacuation Guidance Support Using Cooperative Agent-based IoT Devices」　
平成 29年 10月26日
亀田 卓／平成 29 年度一般財団法人 石田實記念財団 研究奨励賞
「異種通信システムを融合したディペンダブル無線通信ネットワークに関する研究」　平成29年11月24日




松本 悠人（石山・枦研 M2）／平成 29 年度スピニクス特別研究会 Best Student Presentation 
Award
「パルスレーザバースト変調方式での高周波回路近傍磁界分布計測」　平成 29年 11月28日
深見 俊輔／一般財団法人 青葉工学振興会 第 11 回青葉工学振興会賞
「新規スピントロニクス素子の開拓と集積回路・脳型情報処理応用」　平成 29年 12月1日
門脇 伸明（木下・北形研 M2）／IEEE Sendai Student Awards 2017 （The Best Paper Prize）
「Reactive network construction method considering user activity （共著者：門脇伸明、
笹井一人、北形元、木下哲男）」　平成29年12月7日
山浦 大地（平野研 D2）／ Best Poster Award 国際会議 11th International Symposium 
on Nanomedicine （ISNM2017）
「Modified aperture surface with self-assembled monolayer enhanced stability of 
suspended lipid membrane（マイクロ開孔基板表面の自己組織化単分子膜修飾による自立
型脂質二分子膜の安定性向上）に関する研究」　平成 29年 12月14日
古市 朋之（末松・亀田研 M1）／電子情報通信学会 マイクロ波研究会 学生研究優秀発表賞
電子情報通信学会マイクロ波研究会で行った「広帯域ダイレクトRFアンダーサンプリング周波
数センサにおける受信 RF周波数特定法の検討」の論文発表　平成 29年 12月20日
宮澤 咲紀子（石黒・加納研 M2）、大脇 大、石黒 章夫／第 18 回計測自動制御学会
システムインテグレーション部門講演会 優秀講演賞
「脚の役割分担を自発的に生成可能な 6脚歩行の脚内協調制御則」　平成 29年 12月23日
大野 英男／米国電気電子学会（IEEE） フェロー授与
for contributions to materials and device design for spintronics「スピントロニクスに
おける材料とデバイス設計に関する貢献」　平成 30年 1月5日
本間 尚文／独立行政法人日本学術振興会 第 14 回（平成 29 年度）日本学術振興会賞
「算術演算ハ ドーウェアアルゴリズムの理論構築と暗号ハ ドーウェア設計への応用」　平成 30年 2月7日
Commendation & Awards表彰・受賞
